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ミクロネシア連邦コスラエ島 k

藻場の消長 -

功 :

-人々の暮らし，

筒井

コスラ工 島

コスラエ州は連邦凹什|のなかで，最も東に位置しま

す。他の三州が，本島と多くの離島からなるのに対し，

コスラエ州にはコスラエ本島 (50N，1630 E)と，い

くつかの付属島があるだけで，自I~島はありません。 ミ

クロネシア述邦の首者1パリキールのあるボンベイ島か

ら南東に約600km，ジェッ ト機で約一時間の距縦で

す。直径十数キロメートルの三角形をした島には， 5つ

の集落が海岸沿いに点在します。人口は約7，000人と

いわれていますが，そのうち 1-2割程度がコスラエ

島外で働くなどしているので，鳥は人かげまばらなの

んびりとした雰囲気があります。

コスラエの気候は熱帯性で，毎月の平均気温は約26

-27"Cです。また外洋の水損も，太平洋のまっただな

かにあるため一年中ほとんど変化がなく，およそ29"C

の値を示しました。島のI:I:J，L，、にそびえる 629mの最高

峰フ インコール山をは じめ500mをこえる山々は上昇

太平洋の大海原に散らばり，大きな地図でなければ

点にもならないようなミクロネシア連邦の島々。その

ひとつであるコスラエ島で， 1991年 12月から 1994年

5月まで，青年海外協力隊員としてタカセガイの増養

殖事業に関わりました。ここでは，ホームステイしな

がら見たコスラ工島の人々の暮らしぶりや，余H慢を利

用して調査したホンダワラ類の消長についての結果

を，簡単に紹介したいと思います。

白コスラエ諾では srの発音はシュと発音されるた

め，本来Kosraeを「コシャエ」とカタカナ標記するべ

きなのですが，日本語の地図などではコスラエと紹介

されている場合が多いので，ここではコスラエの方を

f史いました。

ミクロネシア連邦

地理的区分によるミクロネシアは， 中西部太平洋に

浮かぶマリアナ，カロリン，マーシャルの三諸島を指

します。この地域の中の赤道より北，ベラウ共和国と

グアム島，そしてビキニ環礁のあるマーシャル諸島共

和国とに囲まれた範閉が，ミクロネシア連邦です。こ

の国はヤップ，チューク，ポンペイ，コスラエの四州

からなり， 600ほどの鳥々があります。1986年，戦後

から続いたアメ リカによる国連信託統治から自由連合

協定(ミク ロネシア連邦は15年間の経済援助を保証さ

れ，アメリカは軍事使用権を得ました)を結び，国家

としての道を歩み始めました。
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図 1 ミクロネシアとミクロネシア連邦
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図2 コスラエJU

気流を引き起こし，雨季乾季の区別なく ，年間約5，000

-6，000111111の豊富な降水をもたらします。10-5月の

問 、 北東からの貿易風が~rtl <吹くため，島の北1f!1Jに発

達するリーフには 3111 ほとの大波が't;~' に打ち寄せてい

ます。一方、 6-9月には貿易風が弱まるので，リーフ

への波はうそのように穏やかになってしまいます。烏

の北東から北西にかけてはj辛から数百メー トルi'i'合い

にリーフが発達し，特に レラぬと本島の聞のイノー

は，島の人々が小如、などの日7tの食料を得る重要な場

所となっているのです。一方，I誌の骨'i1f!JJにはリーフが

なく ，岸から50メー トルも沖合いにむけて泳げば， Jま

が見えないくらいの急傾斜で，小さな島ながら，様々

な湖岸形態がみられるのがコスラエの特徴です。

またコスラエは，非常に海岸生物の調査を行いやす

い鳥であるといえるでしょう。それは，タトi羊に面した

リーフに歩いてアプローチできる烏が，各州::4に烏の中

では，コスラエだけしかないからです。さらにヤ γプ

医13: rシュシJ作り

図 4 : 草地を猿]1出し ， 手作り水柿の設tûi.\~1Iiiì

州のような酋長fI，Jjが残っていると ころですと，首長な

どの許可なくどこでも勝手に足を踏み入れることがで

きないのですが，コスラエにはキ リス ト教の影響か

ら，このような伝統的権威がほとんとす支っておらず，

近くの住民に一戸かけておく気遣いさえ怠らなけれ

ば，好きなところでいつでも調査ができます。

日本とのつながり

ミクロネシアの烏々は，太平洋戦争当日守， 1:1本の占

領下にあったため， 60才以上のお年寄りの多くは片言

の日本認を話します。また，当時の日本から持ち込ま

れ，現地認であるコスラエ誌に取 り込まれた日本語も

数多くあり ，qJでも「ソーユJ(1ahrll:日本からの輸入
品)や 「サシミJ(刺身 :日本と同様，1三の切 り身)な
どは，現在のミクロネシアの生活には欠かすことがで

きないものになっています。また，クリスマスや客人

をもてなすためのパーティーで必ず出されるものに，

「シュシJ(寿司)があります。ハムや漬け物を板ノリ
で巻いたもので，鉄火巻やカッパ巻きのJ'!.-が入れ替

わったものを悲1.1象していただけると良いでしょう。ア

マノリ#iはコスラエには生育しないので，絞ノリは日

本からの納入品を使っていました。コスラエの人々は

カツオやマグロの刺身を好んで食べるので，キハダマ

グロが釣れたときに鉄火巻を作ってみたことがありま

した。よろこんでもらえるのだろうと少々j切符してい

たのですが，協力|嫁仲間以外，現地の人々には不在l'で，

彼らにと って「シュシjの具は，やはりハムと出け物

でなければならないようです。

人名にもキミエさんやノダさん，アキラさんなど，

日本の名前が多く見られます。筆者はシグラ一家に

ホームステイしていたので， rイサオ ・シグラー」とい
うように姐名を変えて使ったほうが，コスラエでは通

じやすかったのですが，これと全く 同名の男性が少 し



図5 リーフで魚介類の採集

離れた集落に住んでいました。

外貨獲得の手段として期待される海洋資源

アメリカからの経済援助が保証されている 2001年

までに，経済的自立を果たすことが，ミクロネシア連

邦の大きな目標です。外貨獲得の手段としての，海洋

資源!の可能性には大きな期待がかけられており，特に

沿岸の魚介類の利用には積極的でした。レラ島と本烏

を結ぶ海上道路の一角に， National Aquacultu陀 Center

(NAC)があり，シャコカイ類の蓄養 ・養殖試験， fH:貝

の生産-放流を主な事業として展開しています。ス

タッフは Direclor以下，技師や事務をあわせ総勢5名

に，オーストラリア人専門家 l名です。筆者は Kosra巴

State Marine Resources Division(MRD)という州政府海洋

資源i'，*の所属で、したが，そこには十分な施設がなかっ

たため， NACとの協同プロジェクトでタカセガイの明

養殖事業を企画しました。NACの一戸lを借りて整地

し， NAC， MRDのメンパーとともに，コスラエの環境

にあった種苗生産方法の確立や，資源管理!・ff主貝放流

のための天然親貝・稚貝の生態調査なとεに携わりまし

た。種苗生産にあたっては，できるだけ低予t):で，ま

た高温多ITiであるというコスラエの環境にあった方法

を開発することに心がけました。スタッフと試行錯誤

の上，バケツと手作り水袖でもなんとか種苗を作り続

けられたと思います。

また海藻類の可能性ということも検討しましたが，

今から 10年ほど前，アメリカのpeacecoop (平手[1部隊)

によ って，キリンサイ類を試験的に養殖した結果，ア

イゴなどの魚類による食害が大きく断念したという話

をMRDのスタッフから聞きました。隣のボンベイ汁|

でもキリンサイの養殖は試験的に実施したとのことで

したが，やはり食筈が大きく，断念したとのことです。
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意外と少ない海産物の利用

コスラエに暮らしとても鴛いたのは， 島の人々が海

に図まれた生活をしていながら，食用として利用する

沿岸海産物の種類が意外と少ないことでした。海のも

ので日常的に食卓に並ぶのは，カツオやマグロなどの

外洋魚のほか，リーフで網や蛮刀，ヤスなとずを使って

採集した熱帯魚程度です。タコやシャコガイ類，アマ

オブネガイ類などの貝類は，たまたま見かけたときだ

け捕まえてくる程度で，わざわざそれらを目的に漁に

出かけることはほとんどないようです。また，地先に

生えている海藻類も食卓に並ぶことは一度もありませ

んでしたし，マングロープガニやヤシガニなと1まパー

ティーでしか見かけることはありません。

ある時，筆者がナマコの酢醤油漬けを，正体を明か

さないでホームステイ先の家族に食べさせてみたとこ

ろ，皆「おいしい」と言っていたのに，正体を明かし

た瞬間，皆が気持ち惑がって吐き出したことがありま

した。1:1本人が食に|刻して寛容すぎるのか，あるいは

手掴みでも小魚が捕れるようなコスラエの環境だか

ら，人々は無理をして魚、以外に手をつける必要がない

のか，食べ物をめぐって意外な一面を見たような気が

しました。

ホンダワラ類の消長

医16:ラァパモク1洋務でスピアフイシングする?!?年
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図7:リーフ内側のカサモク群落

ガラモ場は，烏の北東から北凶にかけてのリーフ付

近に発迷していました。常に外洋からの波が洗うよう

なリーフ外1l!1)の水深0.5-1.5メー トルには，アッパモ

クやフタエモクの群落の他， イワズタ矧がパッチ状に

生育しています。それより深い場所で祉は，サンゴの発

達がよいので深場はありませんが，イソノハナなどの

紅議が死んだサンゴの上などに生育していました。こ

れに対し，リーフ内側では砕けた放が弱い流れとなっ

て流入し，カサモクやラッパモクの群落が見られま

す。さらに，イノーの岸に近い場所では，外洋水が直

接入ってこないため，砂とil記石が混じりあっており ，

海草類やサボテングサ類，アミモヨウなどが多く見ら

れました。J誌の南側にはリーフが発達せず，岸からす

ぐに深くなっています。 このためサンゴ類がよく発達

しており ，北側のようにホンダワラ類の謀場がありま

せんでした。

一般に，i鼠帯域におけるホンダワラ類の生長や成熟

は，7!<iJii'cや日長の変化と関係していると考えられてい
ます。しかしコスラエには，水iRや日長の変化がほと

んどありませんので，そこに生育しているホンダワラ

類には，生長や成熟の周期があるのだろうか，もしあ

るとすれば何が要因となっているのかという疑問が頭

に浮かびました。そこで，仕事の休みの日を利用し，ホ

ンダワラ類の消長について調べてみたところ，カサモ

クやアッパモク，フタエモクとも伸長期と成熟期があ

ることがわかりました。フタエモクを仔1)にとると，平

均主校長は 3月と 9月の年2巨l極大を示し， 3月には

区18干潮時に搬彩した 1)-7外側のフタエモク群務

平均で約 60cmまで達しました。生殖器床の形成は 3

月に始まり ，5月以降，成熟した主枝は基音1¥から流失

し，かわって茎音1¥の頂端付近から新たに発出する次代

の主枝がイ111長しました。これらの新しい主校は8-10 

月にかけて比較的短い長さ(約10cm)で成熟した後， IEI 

主校と同様基音1¥から流失しました。10月以降は，茎音1¥

の頂端付近からさらに新しい主枝がや11長しました。こ

のように，ホンダワラ類にも消長が見られるというミl'i
笑だけはわかりましたが，定規やコドラー ト，バラン

ス程度の調査機材しかない島のことですから，これ以

上詳しく生長や成熟を促す要因が何であるかを解明す

ることは出来ませんでした。しかし成熟の始まる1時期

が，貿易風の弱まる|時期とほぼ一致しており，何らか

の関係があるのではないかと気になっています。これ

らの結果は，現在とりまとめ中ですが，機会を作り，さ

らに詳しい調査をしたいと思っています。

また興味深いことに，ホンダワラ類だけに限らず天

然のタカセガイにも， 7-8月にGonadIndexが激減し，

Igl9 :リーフ付近のイワズタ類



放卵・放精期と考えられる現象がみられますし，マガ

キガイは1-6月にだけ，バイカナマコは2-5月にだ

け地先に出現するなど，一見あまり変化のないような

熱帯地方の海中環境でも，毎年の消長パターンがある

ことがわかりました。

総合的地域研究へ

青年海外協力隊というODA事業に関わったことで，

海外技術協力の長所と短所の両面を，マスコミのフィ

ルターを通すことなく実体験することが出来ました。

多額の費用を投入し，先進国的発想の技術を移転する

場合が多い現在の技術協力は，お金をかけている分，

どのような環境でもある程度の成功はするでしょう。
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しかし予算の少ない発展途上にある国々は，先進国の

援助がない限り，事業を続けられないという例を多く

見聞きします。持続的な開発という言葉を最近よく耳

にしますが，本当の意味で持続的であるためには，先

進技術そのものの移転ではなく，現地の環境に寄り添

いながら暮らしてきた人々の知識や習慣，文化，社会

状況など，総合的な幅広い視野から技術そのものを検

討，考慮するべきではないのかと強く感じます。また

今後，理系・文系にこだわらない様々な視点から，海

藻を材料に地域研究を行いたいと考えています。

(606-8501京都市左京区吉田下阿達町46 京都大学

アジア・アフリカ地域研究研究科)






